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障害者に対する有料道路通
行料金の割引有効期限延長
問い合わせ
　西日本高速道路㈱中国支社料金課
　☎082-831-4111

　障害者割引の有効期限が、３月１日㈰から
７月30日㈭までの方は、７月31日㈮まで有
効期限を延長します。新規・変更・更新手続
きは７月31日までは郵送による方法も可能で
す。
手続きに必要な書類は福祉課
（☎59-2146）に問い合わせてください。

重度心身
障害者
医療

区分 助成の対象
となる方 所得制限 受診時

一部負担

・ 本 人 所 得 が
1 5 9 万 5 千 円 未
満かつ扶養義務
者所得が基準額
未 満 で あ る こ
と。

（ 扶 養 人 数 な ど
により基準額は
変わります）
※ 継 続 し て 常
時、人工呼吸器
などを装着して
いる方は、所得
制限が緩和され
る場合がありま
す。

・医療機関
１日200円、医
療 機 関 ご と に 、
通院は月4日ま
で、入院は月14
日まで必要。
・保険薬局（処方
箋などによる薬
代）
一部負担金は必
要ありません。

・医療機関
１日500円、医
療 機 関 ご と に 、
通院は月4日ま
で、入院は月14
日まで必要。
・保険薬局（処方
箋などによる薬
代）
一部負担金は必
要ありません。

・０歳～15歳
（中学校卒業ま
で）の児童

・所得税非課税
の世帯の方（平
成 2 2 年 度 税 制
改正前基準によ
る）
ただし住民票が
別でも生計が同
一である扶養義
務者は、所得制
限の審査対象に
なります。

・身体障害者手
帳 １ 級 ～ 3 級 、
療育手帳Ⓐ、A、
Ⓑをお持ちの方。
ただし65歳以上
の方で、後期高
齢者医療制度の
障害認定要件に
該当する方は後
期高齢者医療に
加入した場合の
み 助 成 さ れ ま
す。

・ひとり親の家
庭などで令和3
年3月末時点で
1 8 歳 以 下 の 方
とその児童を養
育している父親
または母親など
・父母のいない
児童

ひとり親
家庭等
医療

乳幼児等
医療 ・所得制限無し

　
聴
覚
障
害
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

方
法
の
一
つ
で
あ
る
「
手
話
」。
そ
の
技
術

を
学
び
、
手
話
通
訳
派
遣
制
度
内
で
手
話
奉

仕
員
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
方
の
養

成
を
目
指
し
ま
す
。

と
　き
　
７
月
28
日
㈫
・
31
日
㈮
、
８
月
４

日
㈫
・
７
日
㈮
・
18
日
㈫
・
21
日
㈮
・
25
日
㈫
・

28
日
㈮
、
９
月
１
日
㈫
・
４
日
㈮
・
８
日
㈫
・

11
日
㈮
・
15
日
㈫
・
18
日
㈮
・
25
日
㈮
・
29

日
㈫
、
10
月
２
日
㈮
・
６
日
㈫
・
９
日
㈮
・

13
日
㈫
い
ず
れ
も
10
時
〜
12
時
（
全
20
回
）

　
市
の
福
祉
医
療
に
は
、
重
度
心
身
障

害
者
医
療
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
、

乳
幼
児
等
医
療
の
制
度
が
あ
り
、
医
療

費
の
自
己
負
担
分
の
一
部
を
助
成
し
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
保
険
適
用
外
の
も

の
は
除
き
ま
す
。

　
現
在
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
で
、

更
新
時
に
引
き
続
き
受
給
資
格
が
あ
れ

ば
、
新
し
い
受
給
者
証
を
7
月
下
旬
に

郵
送
し
ま
す
。
有
効
期
限
の
過
ぎ
た
受

給
者
証
は
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
転
出
や
所
得
制
限
な
ど
で
受

給
資
格
が
な
く
な
っ
た
場
合
も
受
給
者

証
を
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
新
た
に
認
定
を
希
望
す
る
場

合
は
、
所
定
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

審
査
の
結
果
、
認
定
要
件
を
満
た
せ
ば
、

受
給
者
証
を
送
付
し
ま
す
。

申
請
・
返
却

　
受
給
者
証
の
返
却
や
認
定
申
請
を
す

る
方
は
、
保
健
医
療
課
ま
た
は
各
支
所

へ
。

と
こ
ろ
　
サ
ン
ト
ピ
ア
大
竹

対
　象

○
初
め
て
手
話
を
学
ぶ
方

○
手
話
に
関
心
が
あ
り
、
手
話
を
勉
強
し

　
た
い
方

内
　容
　
手
話
奉
仕
員
と
し
て
の
入
門
編

○
入
門
テ
キ
ス
ト
の
学
習

○
手
話
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

講
　師

　
県
ろ
う
あ
連
盟
ろ
う
講
師
・
健
聴
講

師定
　員
　20
人

参
加
料
　
３
３
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

※
テ
キ
ス
ト
「
手
話
を
学
ぼ
う
手
話
で
話

　
そ
う
」
を
お
持
ち
の
方
は
必
要
あ
り
ま

　
せ
ん
。

申
し
込
み

　
７
月
17
日
㈮
ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会

へ
。

自
己
負
担
額
の
一
部
を
助
成
し
ま
す―

福
祉
医
療
制
度

問
い
合
わ
せ

　保
健
医
療
課 

☎
59
２
１
４
１

社会福祉協議会
☎52-2275

手話奉仕員
養成講座

問い合わせ

入 門 講 座

ケーブルテレビ『ちゅぴコムふれあい』の番組「大竹市からのお知らせ」の
収録で、講座募集をPR。手話で応募を「待ってまーす」と呼びかけました。
放送は 7月6日㈪～12日㈰の予定。
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失
語
症
は
脳
卒
中
な
ど
に
よ
っ
て
起
こ

る
言
葉
の
障
害
で
す
。
失
語
症
の
人
た
ち

は
会
話
を
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
家
庭
外

へ
出
る
こ
と
を
あ
き
ら
め
た
り
、
緊
急
時

や
災
害
時
の
支
援
を
受
け
に
く
か
っ
た
り

す
る
な
ど
、
社
会
の
中
で
孤
立
し
が
ち
で

す
。
失
語
症
の
人
が
地
域
で
安
定
し
た
生

活
を
送
る
た
め
に
は
、
適
切
な
知
識
と
会

話
技
術
を
持
っ
た
意
思
疎
通
支
援
者
が
必

要
で
す
。

　
次
の
日
程
で
、
失
語
症
者
向
け
意
思
疎

通
支
援
者
と
し
て
必
要
な
知
識
と
技
術
を

学
習
し
ま
す
。

と
　き

　
８
月
２
日
㈰
〜
令
和
３
年
１
月
16
日
㈯

　（
全
９
回
）

と
こ
ろ

　
広
島
市
東
区
地
域
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

な
ど

※
福
山
市
、三
原
市
で
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
日
程
や
会
場
な
ど
に
つ
い
て
は
、
事
務

　
局
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

対
　象

　
失
語
症
の
福
祉
に
理
解
と
熱
意
が
あ

り
、
失
語
症
者
の
意
思
疎
通
支
援
に
携
わ

る
こ
と
が
で
き
る
18
歳
以
上
の
方

講
　師

　
広
島
県
言
語
聴
覚
士
会
会
員

定
　員

　
各
回
30
人

申
し
込
み

　
７
月
22
日
㈬
ま
で
に
事
務
局
へ
。
受
け

付
け
完
了
の
通
知
が
１
週
間
経
過
し
て
も

来
な
い
場
合
は
、
事
務
局
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

E
メ
ー
ル
：

hiroshim
astkai@

yahoo.co.jp

　
全
日
程
に
参
加
し
、
認
定
テ
ス
ト
で
６

割
以
上
の
得
点
を
と
っ
た
方
は
、
失
語
症

者
向
け
意
思
疎
通
支
援
者
と
し
て
、
広
島

県
登
録
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
ま
す
。

失語症の方と
コミュニケーションを図るために―

失語症者向け
意思疎通支援者
　　　養成研修
問い合わせ

県言語聴覚士会事務局
☎０８２‐９２１‐３２３０
FAX ０８２‐９２１‐３２３７

　「
身
体
障
害
者
補
助
犬
」
は
、
目
や
耳

や
手
足
に
障
害
の
あ
る
方
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
「
盲
導
犬
」・「
聴
導
犬
」・「
介
助
犬
」

の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

○
盲
導
犬

　
目
の
見
え
な
い
人
、
見
え
に
く
い
人
が

安
全
に
歩
け
る
よ
う
に
、
障
害
物
を
避
け

た
り
、
立
ち
止
ま
っ
て
曲
が
り
角
や
段
差

を
教
え
た
り
し
ま
す
。

○
介
助
犬

　
手
や
足
に
障
害
の
あ
る
人
に
替
っ
て
、

物
を
拾
っ
て
渡
し
た
り
、
指
示
し
た
も
の

を
持
っ
て
き
た
り
、
着
脱
衣
の
介
助
な
ど

を
行
っ
た
り
し
ま
す
。

○
聴
導
犬

　
音
が
聞
こ
え
な
い
、
聞
こ
え
に
く
い
人

に
、
玄
関
の
チ
ャ
イ
ム
音
や
着
信
音
、
車

の
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
を
聞
き
分
け
教
え

ま
す
。

　
身
体
障
害
者
補
助
犬
は
、
法
律
に
基
づ

き
認
定
さ
れ
た
犬
で
、
特
別
な
訓
練
を
受

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
利
用
者
も
衛
生
・

行
動
管
理
を
し
っ
か
り
行
っ
て
い
る
の

で
、
社
会
の
マ
ナ
ー
も
守
り
、
清
潔
に
し

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
人
が
立
ち
入

る
こ
と
の
で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
同

伴
で
き
ま
す
。

補
助
犬
へ
の
接
し
方

●
補
助
犬
に
食
べ
物
や
水
を
与
え
な
い
よ

　
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
補
助
犬
に
対
し
て
、話
し
か
け
る
、じ
っ

　
と
見
つ
め
る
、
触
る
な
ど
の
気
を
引
く

　
行
為
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

●
温
か
く
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

補
助
犬
（
盲
導
犬
）
給
付
の
申
し
込
み

問
い
合
わ
せ
　県
視
覚
障
害
者
団
体
連
合
会 

☎
０
８
２
‐
２
２
９
‐
２
３
２
０

　
県
視
覚
障
害
者
団
体
連
合
会
で
は
、
視

覚
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
の
促
進
を

図
る
た
め
、
県
内
で
１
頭
の
補
助
犬
（
盲

導
犬
）
給
付
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

対
　象

　
県
内
（
広
島
市
を
除
く
）
に
１
年
以
上

居
住
す
る
18
歳
以
上
の
視
覚
障
害
者
で
、

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級
所
持

者※
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み

　
福
祉
課
備
え
付
け
の
申
請
書
で
、
７
月

22
日
㈬
ま
で
に
福
祉
課
へ
。
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
面
接
な
ど
の
選
考
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。

障
害
の
あ
る
方
の
安
全
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

身
体
障
害
者
補
助
犬―

問
い
合
わ
せ

　福
祉
課 

☎
59
２
１
４
６

福祉
の
とびら
No.86

福祉
の
とびら
No.86


